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Inthehistoricalstudyofthecivilengineering,wellSeSeveralgraphicaldata,suchasoldmaps,

photographs,andnewspapers.So,inthispaper,wehavedevelopedtheimagedatabasewhichstoresand

serchesthosehistoricaldata.Theimagedatabaseisformedasfollows.Macintoshisusedtocotructed

theimagedatabase.The4th-Dimensionisappliedtothedatabase.And,the4th-DimensionToolKit

isutilizedtopastesomegraphicaldataonthedatabase.Threesamplesofthedatabaseareexplained.

ThoseareoldphotographscollectionofNagasakiUniversityLibrary,theculturalassetsinNagasakiCity

andmoderncivilstmcturesmediuminNagasakiCity.

1.はじめに

近年,パーソナルコンピュータの飛躍的な性能向上

と,画像 ･映像に関する周辺技術の開発により,コン

ピュータによる画像処理が容易にできる環境が整って

きた｡そこで歴史研究の分野において,画像データベー

スの研究 1)2)が進められている｡写真資料を歴史資

料として活用するためには,膨大な写真の保存 ･管理

と共に,効果的な検索ができる画像データベースが必

要になってきた.近年のパーソナルコンピュータの性

能の向上と低価格化が著く,中でも画像処理能力の進

歩はめざましい｡このような状況の中で,パーソナル

コンピュータよる画像データベース3)4)5)6)の作

成が可能になってきた｡

土木史の研究においても,古地図,古写真,絵図,

図面など,いわゆる画像情報を利用することが多く,

画像資料の整理,保存,検索が重要な課題になってき

ている｡文化財管理の視点からも,文化財の所在,現

況,補修状況などを素早く検索する必要に迫られてい

る｡長崎大学附属図書館では,幕末から明治中期に撮

影された古写真を収集し,現在約4,000枚の舌写真を

所蔵している｡当図書館においては,効果的にこのコ

レクションを活用する必要があるために,著者等は古

写真コレクションのための画像データベースを開発し

てきた｡その一部をすでに報告7)した｡近代の土木

技術史の研究では,写真資料による考察が必要になる

場合がある｡そこで,著者等は,引き続き効果的な画

像データーベースの開発と,適用を行ってきた｡画像

データベースを構成する場合,画像が膨大な情報量を

占めるために,画像データベースを構成するためには,

画像情報の処理を工夫する必要がある｡

本研究では,まず,画像データベースの構成におけ

る,画像データの処理について説明する.画像データ

ベースの適用例として,長崎大学古写真画像データ

ベースを例に,画像の収録方法として,ハー ドディス
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ク,フォトCD,レーザーディスクを適用した事例に

ついて説明する｡さらに,文化財管理のためのデータ

ベースとして,長崎市の文化財検索のための画像デー

タベースについて述べる｡

2.画像データベースの構成

(1)画像データベースについて

画像データベースとは,文字情報と共に画像情報を

収録し,ある検索手順により文字情報と画像情報を検

索するするものである｡文字情報を収録し検索する

データベースの技術はすでに確立され,様々な分･野で

活用されている｡コンピュータでデータベースを構築

する場合,画像情報は文字情報に比べて膨大な情報量

を必要とするために,その使用が限られていた｡近年,

画像を収録するための磁気ディスクや光磁気ディスク

等の大容量の記憶装置の発達と低価格化,画像を表示

するためのモニターや周辺装置の発達により,画像

データベースがパーソナルコンピュータにより実現可

能になってきた｡

本文で考えている画像データベースは,図-1のよ

うな構成になっている｡文字情報をハー ドディスクに

収録し,画像情報を光磁気ディスクあるいはレーザー

ディスクに収録する｡これらをコンピュータ上でリン

クし,画面に文字情報と共に画像情報を展示するもの

である｡

図11 画像データベースの構成

(2)画像データベースのシステム構成

画像データベースの構成で問題になるのは,画像の収

録と表示である｡画像の収録には次のような方式があ

図-2 アナログ式

図-3 デジタル式

る｡

1)画像をアナログ信号してレーザーディスクに収録

する方法

アナログ方式は,図-2のように画像の信号をアナ

ログ信号として,ビデオテープやレーザーディスクに

収録するものである｡信号としては,NTSCおよび

RGB信号として記録する｡記録された媒体をコンピ

ュータによって検索する｡基本的には画像は,テレビ

画面にでることになる｡

2)画像をディジタル情報としてに磁気ディスクある

いは光磁気ディスクに収録する方法

デジタル方式は,図-3のように画像をデジタルの

RGB信号として記録するものである｡最近のエレク

トロニクス技術の進歩によって,装置が非常に安くな

ってきた｡基本的にはイメージスキャナで3色分解し

てRGB信号としてハー ドディスクや光磁気ディスク

にデジタルデータとして記録する｡これを文字情報と

ともにコンピュータで管理する｡

前者は,1枚のレーザーディスクに約5万枚程度の

写真が収録できるが,その反面,画質が通常のテレビ

程度のものになる｡後者は,5インチの光磁気ディス

クを用いた場合,圧縮の程度と密度によるが,2-3

千枚程度の写真の収録が可能である｡しかし,写真の

精度 (密度)を高めることができる｡著者らは,現在,

両方の画像データベースの構築を行なっている｡

画像データベースでは,画像のコンピュータへ取り

込む処理と収轟,これを検索して画面に表示させる点

が従来の文字情報のデータベースと異なる点である｡

画像としては動画と静止画が考えられるが,ここで

は静止画を対象としている｡写真はイメージスキャ

ナーにより,ディジタル画像に変換してコンピュータ

に収録する｡コンピュータに収録された画像は,磁気

ディスク装置や光磁気ディスク装置に記憶させる｡光

磁気ディスク装置は3.5インチの磁気ディスクには128

MBおよび230MB,5イこ/チには652MBおよび1G

Bの大量のデータが収録できる｡光磁気ディスクを交

換することによりさらに大量のデータの記憶が可能で

あり,画像の収録に適している｡

(3)土木史分野への応用

a)古地図 ･古写真

現存している古地図 ･古写真は,痛みが激しいもの

が多く,その数も膨大な量である｡これらの古地図 ･

古写真の現物,もしくは現物を接写したものをスキャ

ナで取り込み,画像データとして収録することで,検

秦,表示がいつでも簡単に行える画像データベースと

なる｡このように,画像データベースとして登録して
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おくことで,古地図 ･古写真が人の手によって,傷つ

くこともなく,保管状態が良くなる｡また,データと

して登録しているので,時代の経過による色の変化が

起こることもない｡

b)歴史的構造物

全国にある歴史的構造物を納めた写真は数多くあ

り,これらの写真を管理することが難しくなってきて

いる｡また,これらの歴史的構造物のほとんどは木造

で,柱,屋根など,あらゆるところが腐食し傷んでい

るものが多い｡このことからも,写真による画像デー

タベース化が必要であり,検索により全国の歴史的構

造物を表示することが可能である｡

3.画像データベースのハードウェアとソフトウェア

(1)画像データベースのハードウェア

ここで考えた画像データベースは,歴史的写真の収

録と検索を目的にしたものであり,画像データベース

製作に際して,写真の持つ映像情報を表現できるよう

に努めた｡

1)歴史的青写真が鮮明に見えること｡

この条件は,24ビットフルカラーの画像を表示でき

るコンピュータとモニターを使用することで基本的に

解決できる｡しかし取り込む画像の容量が大きくなる

ので,画像圧縮技術を用いて少ない情報を光磁気ディ

スクに収録することも必要である｡

2)文字情報とのリンクが可能であること｡

大量の写真の検索には検索速度が速く,かつ画像と

文字情報のリンクが容易にできる必要がある｡このた

めに,このような場合,大容量のデータにも対応でき

るソフトウェアを用いた｡

3)コンピュータの知識がなくても利用できること｡

写真を検索するために,コンピュータを意識させる

必要はない｡このために,キーボード入力を極力減ら

し,マウスによる操作で検索が可能なように酉己慮した｡

a)パーソナルコンピュータ

fIイメージスキャナ

図-4 画像データベースのハードウェア

205

このような画像データベースを,Macintoshを用い

て実現した｡その構成を図-4に示した｡

a)コンピュータ :PowerMacintosh8100/80AV

b)モニター :NANAO T660i(20インチモニ

ター)

C)ハードディスク :ARBOS1800EX(1.8GBハード

ディスク)

d)光磁気ディスク :QubeS-MO (パークウェイ社

製)

e)イメージスキャナー :GT-8000(エプソン社製)

(2)画像データベースのソフトウェア

1)画像データベース :4thDimension7)

((秩)Act)

大量のデータの検索を行うために,すでにMacin-

toshでは実績のある4thDimensionを採用した｡

2)4tIIDimensionに組込むソフ ト:4D Multi-

mediaToolXid8)(ファクトリー社)

4th Dimensionには,外部記憶装置から画像を取

り込む機能が備わっていないので,このソフトを使用

して,文字情報と画像情報とリンクしている｡

(3)使用ソフトウェア

1)画像情報のソフトウェア

ColorMagician7

イメージスキャナから画像をパーソナルコンピュー

タに取り込み,その画像を編集するソフトウェアであ

る｡

AdobePhotoshop 2.5J

AdobePhotoshopは,写真のレタッチや画像編集,

カラーペイントを行うことを目的にデザインされたソ

フトウェアである｡画像編集に関しての経験の有無や

技術レベルを問わず,このAdobePhotoshopに提供

されているツールを使用することで,プロ級の晶質を

得ることができる｡

2)文字情報のソフトウェア

SoloWriter

文字データ入力の際利用する,ワー ドプロセッサー

である｡

J-Scan+

∫-Scan+は,印刷文書をスキャナ等で読み込んで,

文字認識をするソフトウェアである｡認識できる文書

は,英語あるいは日本語の活字で書かれたものである｡

複数書体に自動的に対応するため,操作は非常に簡単

になっている｡

4.長崎大学所蔵舌写真長崎関係画像データベース

長崎大学付属図書館では,幕末 ･明治期日本古写真
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コレクションを所蔵している｡これを利用者が効率よ

く活用するためには,画像データベースを構成し,刺

用者が目的の写真を検索できるようにする必要があ

る｡そこで,このような目的を満足する画像データベー

スを試行的に作成した｡すでに述べたように,ここで

は将来データが大量になることと,幾つかのメニュー

から検索させる必要があるために,ファイルのリンク

に柔軟性があるリレーショナル型のデータベースであ

る4thDimensionを適用した｡さらに,画像が大量

になると,画像のデータを外部記憶装置に収録する必

要がある｡4thDimension文字情報と外部記憶装置

にある画像情報をリンクさせるために4D Muiti-

mediaToolKitを採用した｡4thDimensionはスク

リプトでプログラムを書くことにより,画面の設計が

可能である｡

(1)長崎関係の写真による画像データベース

ここで対象にしたものは,長崎大学所蔵の長崎関係

の青写真274枚である｡画像データベースの検索手順

は,次のようになっている｡項目検索では,a)のよ

うに,撮影者,撮影対象1,撮影対象2,撮影時代を

選択するようにしている｡b)に選択項目を示した｡

また,キーワード検索では,C)のように,5個のキー

ワードが選択できるようにしている｡いずれの場合も,

あらかじめ準備した項目を,マウスでクリックして選

択できるようにしている｡このように選択された結果

'偲 白歯 E= 圃

僻 者 ( 上 野鯛 t
娼影対象

軒 l 居 留地 l

第2 目 脂 周辺 ー
絹鞘 代 圧 r

a)項目検索

第 1 第2

眺観 立山､威頭､鍋冠山､その他､

居留地 南山手周辺､大浦周辺､東山手周辺､

出島周辺､対岸から見た居留地､その他

市街地 市街地中心､中島川､その他

郊外 茂木､高鉾島､峠､風景その他

建物 寺社､神社､洋館､和風建築､

公官庁､その他

産業 船､炭鉱､土木施設､造船施設

b)検索項目

C1キーワード検索

所歳機関 I 整理番号 11-19

タイ トル 喜qi訪神社の大鳥居1

形 アルバム ヽ _I...-.■一三.｣ 一己ぬ ′
寸法(縦) 28 cm

寸法(横) _lly一(

22 cm

娼 影 者 El下喜F;金野

摘影時期 不詳

撮影場所分 実R モノ

種 美頁 歴史的退物 鳩影対象 第 一 建物

薯 影 ○ 右 ㊥無 第2 神社

キ ーワ ー ド1 市街地 キーワード4
キ ーワ ー ド2 キーワード5 不 詳

d)画像データ

図-5 画像データベースの検索手順

は,検索対象として一覧表で表示される｡その中の1

つを選択すると,d)のように,検索画面が得られる｡

検索された画面には,写真の形態,撮影者,撮影年,

所蔵先などの項目が書き込まれている｡対応する写真

が右上に,表示されるようになっており,この写真を

拡大することも可能である｡画像データは外部ハード

ディスクに入れている｡フォトCDを使用することも

可能である｡

(2)全古写真による画像データベース

長崎大学附属図書館では,放送教育開発センターと

の共同研究により,所蔵している古写真をレーザーデ

ィスクに収録している.著者は,このレーザーディス

クとデーターベースをリンクさせた画像データベース

を作成している｡長崎大学所蔵古写真長崎関係画像

データベースにおける,図-5d)の画像の部分に,

レーザーディスクの画面を表示するものである｡この
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ために,4D MultimediaTooIKitSeriesの中の,①

Video DigitizerPackageと,①LDContoroller

Packageの機能を使った｡レーザーディスクを用い

ることにより,大量の写真が収録可能であるが,画質

が十分でない欠点がある｡しかし,大量の写真 1次検

索が,映像を見ることにより実行できることは,他の

装置にない特徴である｡図-6はレーザーディスクに

よる,画像データベースの構成である｡

(3)使用マニュアル

長崎大学古写真画像データベースは,使いやすい

データ入力と検索機能を目的として作成したものであ

る｡

まず,入力に関しては,いくつものデータで繰り返

し出てくるような項目に関しては,マウスの操作だけ

で入力できるようにした｡

また検索も同様に,検索項目,キーワー ドはあらか

じめ決めておいて,キーボー ドから文字を打ち込むこ

となく,マウス一つで操作できるように工夫した｡タ

イトル画面に表示してあるメニューよりコマンドを実

行することで登録,検索の作業を始める｡

図-6 LDによる画像データベース

5.長崎市文化財管理データベース

文化財の管理において,対象となる文化財の所在場

所,それぞれの現在の状況,補修状況などが簡単に検

索できるような画像データベースが必要である｡ここ

では,行政における画像データベースの例として,長

崎市の管理している文化財の画像データベースを作成

した｡市民の案内システムとしての設計も可能である

が,ここでは,文化財を管理する職員が利用すること

を考えた設計となっている｡

設計のコンセプトとして,文化財の項目と地図情報

から検索する方法を考えた｡使い易いデータベースを

作成するためには,人間とコンピュータの境界の設計

が重要になる｡そこで,ここでは,長崎市の地図情報

から対象物件を検索する方法を検討した｡

(1)長崎市の文化財の構成

長崎にある指定を受けた (昭和63年 3月末日現在)

文化財は,165件ある｡文化財の構成は次のようにな

っている｡

国宝

国指定重要文化財

国指定重要無形民俗文化財

国指定史跡

国指定天然記念物

県指定有形文化財

県指定有形民俗文化財

県指定無形文化財

県指定無形民俗文化財

県指定史跡

県指定名勝

県指定天然記念物

市指定有形文化財

市指定無形文化財

市指定有形民俗文化財

市指定無形民俗文化財

市指定史跡

市指定天然記念物

2

3

2

1

3

6

1

6

1

1

1

1

3

3

1

5

4

0

3

8

5

7

合計165件 (昭和63年3月末現在)

(2)データベースの構成

文化財管理画像データベースの設計のコンセプトを

示したものが,図-8である｡検索は,(D文化財の分

類項目,(む文化財のある場所の地図情報,③各物件の

一覧表からできるようになっている.

物件からの検索 □巨∃文化財の写真⊂=:=====::::::::::コ⊂=】【=】⊂コ】 口

宏霊園E
ijEI LI F5Et

策 b ,7f<-覧検索

周辺の地図
l

図-7 文化財画像データベース設計のコンセプト

図-8 検索機能

検索作業の流れは図-7のようである｡それぞれの

検索方法から,検索を実行することにより,文化財デー

タの画面が表示され,そこで,データの修正が可能で

ある｡

(3)物件の検索

文化財の状況を的確に知るためには,画像情報と所

在地が重要な情報である｡そこで,このデータベース

の検索方法の中に,地図からの検索を採用した｡これ
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は,従来の文字データのみからの検索と違い,地図と

いう空間的なイメージから検索できる｡縮尺の異なる

地図を階層的に配置し,地図情報から物件に到達でき

るような設計になっている｡

1)項目による検索

[種別からの検索]を選択すると図-9a)の画面

が表示される｡そこで,スクロールエリア内のリスト

の中から検索項目を選ぶと,対応するb)のような種

別の一覧表が表示される｡その中から,必要な物件を

選ぶと,文化財データの画面であるC)の画面になる｡

この画面の次の頁には,d)のような文化財のある場

所を示す,広域地図と周辺部の地図を配置した｡

2)地図による検索

[地図による検索]を選択すると長崎市全域地図で

ある図-10a)の画面が表示される｡次に,画面上に

配置された場所の中で,調べたいところを選択すると,

その部分が拡大された,b)の地図が表示される｡こ

の図は,中央部を選択した場合の地図である｡

a)種別による検索

b)文化財データ

中央部では,文化財が集中しているので,さらにこ

の部分を細分化している｡特定の部分を選択すると,

C)のような赤い点があり,それを選択すると,同じ

大浦天主堂

C)地図情報

図一9 項目による検索

a)地図による検索

b)中央部
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C)文化財の所在場所

図-10 地図による検索

く,図-9b)の文化財データの画面が表示される0

3)一覧表による検索

上 覧検索]を選択すると,文化財の一覧表が表示

される｡この中から,検索する物件を選択すると,図

-9b)の文化財データの画面が表示される｡

4)使用マニュアル

これら文化財の状況を的確に知るためには画像情報

は不可欠である｡そして,文化

財という題材であるために,そ

の所在地も重要な情報の一つで

ある｡そのため,このデータベー

スの検索方法の中に,地図から

の検索も用いた｡

これは,従来の文字データか

らの検索と違い,地図という画

像データから検索できるという

ものである｡縮尺の違う地図を

階層的に配し,このデータベー

スを見ることによって,実際に

その場所まで行けるよう配慮し

て作成している｡

このデータベースはランタイ

ムモー ドからq)処理を利用する

ことを目的としているので,こ

のランタイムモー ドからの処理

を実行させていく過程をみてい

く｡

なお,文化財のある場所の入

力は,データベースの作成の際

にデザインモー ドで行うため,

ランタイムモー ドでの入力は,
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文字データだけになる｡

メニューバーには,ファイル ･検索 ･登録の3つが

ある｡ここでは登録から検索にかけてを説明していく0

6.長崎市近代土木技術史野外博物館

アメリカやヨーロッパにおいては,博物館が近代の

産業考古学的資料の蓄積を行ってきた｡しかし,近年,

産業遺跡の保存とその活用が盛んになり,これらが博

物館保存から現場保存へと変わりつつある｡これらの

産業遺跡は,新しい観光資源として脚光を浴びているo

開国から西日本の主要都市へと発展してきた長崎市

の近代土木構造物を見ると,我が国の近代都市形成期

における第 1級品の構造物や遺構が残されている｡近

代都市形成期における近代土木遺構や構造物が,この

ようにほぼ完全な形で残され さらに現在でも活用さ

れていることは,他の都市にはない長崎市の特徴であ

る｡このような歴史的構造物のある長崎市は,かつて

日本の7大都市であった風格を表している｡長崎市の

観光はこれまで,出島を始めとして近世の長崎や,慕

末から明治初期の居留地における洋館で成功してきた

が,次の発展をするためには,新しい資産の発掘に迫

られている｡以上の視点で長崎の近代土木構造物を見

図-11 案内システムのシナリオ
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ると,新しい観点からこれらの構造物の保存と活用を

考えなければならない時期にきている｡

(1)近代土木技術史野外博物館シナリオについて

次の近代土木技術史野外博物館案内システムでは,

ユーザーが選べて参加でき,必要とする情報のみを表

現できる｡つまり,インタラクティブな表現にする｡

具体的にしたそのシナリオを,図-11に示す｡

1)｢野外博物館案内｣は,｢野外博物館全体の説明｣,

｢長崎市の都市形成史｣,｢長崎市の近代土木技術史｣

で構成する｡｢長崎市の都市形成史｣では,江戸期,

明治初期,明治中期,明治後期,大正期,昭和初期に

分け,それぞれの説明をする｡｢長崎市の近代土木技

術史｣では,｢12の構造物｣の当時の写真をアニメー

ション的に表現する｡

2)｢野外博物館地図｣は,｢歴史的構造物の分布地図

(郊外)｣,｢歴史的構造物の分布地図(市衝地)｣,｢ルー

トの説明｣で構成する｡地図の構造物名から,構造物

の写真へ行けるようにする｡｢ルー トの説明｣では,

見て分かるようにイラストを入れる｡

3)｢野外博物館｣は,まず,｢野外博物館の構造物｣

として,すべての構造物を並べ,そこから必要な,そ

れぞれの構造物へ行けるようにする｡そして,構造物

の説明,当時の写真,現在の写真,構造物の評価へと

いうような流れにする｡

(2)野外博物館の表現システムについて

以上のシナリオに基づいて,パーソナルコンピュー

タによる表現システムを製作した｡その作品を図-12

に示した｡

写真-1は,表紙画面で,写真-2は,メニュー画

面で,野外博物館のボタンを押すと,写真-3の野外

博物館の構造物の画面になり,この中の長崎外国人居

留地のボタンを押すと,写真-4の画面になる｡ここ

写真-3 写真-4

図-12 パーソナルコンビュ-1タによる表現システム

では,外国人居留地のみ取り上げているが,他の構造

物も同じようになる｡

7.まとめ

本研究では,パーソナルコンピュータを用いて,歴

史的写真資料の収録 ･管理と検索のための画像データ

ベース作成のための技術的な説明を行った｡さらに,

画像データベース作成のための,ハー ドウェアとソフ

トウェアの選定を行い,幾つかの試行的に作成した画

像データベースの紹介をした｡

近年,パーソナ)I/コンピュータの普及と周辺装置の

低価格化,画像データベースソフトウェアの開発が進

衣,個人で画像データベースを構築することが容易な

環境になってきた｡しかし,大量の写真を収録する場

令,また図書館等で運用する場合については,個別に

データベースを作成する必要がある｡本文では,現在

開発したもの,試行的に作成したものの幾つかを紹介

した｡
画像データベースの今後の課題として,ネットワー

クに対応したものにする必要がある｡
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